
第� 節 健診�実施状況及�病床数等�現状

本節では､ 本計画で掲げる目標に関連する状況を述べていきます｡

１ 健診の実施状況

(1) 健診受診率 (注１)

｢平成16年 国民生活基礎調査｣ (厚生労働省) における東京都の健診受診率 (40～74歳) は
66.9％となっており､ 全国平均 (64.5％) を上回っています｡ 受診の機会別に受診率を見ると､
区市町村で行う健診が27.3％､ 職場における健診が24.6％となっています｡ (図表2-2-1)
また､ ｢平成18年 都民健康・栄養調査｣ (東京都) における都民の健診受診率 (40～74歳)

は､ 71.9％となっています｡ 男女別に受診率を見ると､ 男78.0％､ 女66.3％となっています｡
(図表2-2-2)

(2) 基本健康診査受診率

老人保健法に基づく基本健康診査の平成17年度における東京都の受診率 (注２) は56.7％となっ
ており､ 全国第２位と高い水準にあります｡ (図表2-2-3)

25

図表2-2-1 東京都の健診受診率 (40～74歳) 図表2-2-2 都民の健診受診率 (40～74歳)

図表2-2-3 平成17年度 基本健康診査受診率 (40歳以上)

(注１) 自記式質問票の ｢過去１年間に､ 健診 (健康診断や健康診査) や人間ドックを受けたことがありますか｣
の問いに､ ｢ある｣ と回答した者の割合｡ 病院や診療所で行う診療としての検査は､ 健診に含まない｡

(注２) 受診率＝受診者数／対象者数×100 対象者数は､ 各区市町村内に居住する40歳以上の者 (職域等に
おける健診の対象者を除く) の推計値であり､ 受診者数は各区市町村における実績数値｡
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２ 病床数の状況

東京都における病床数の状況は､ 以下のとおりとなっています｡

(1) 病床種類別病床数

平成18年10月１日現在の東京都における総病床数は13.7万床であり､ これを病床種類別に見
ると､ 一般病床8.9万床､ 精神病床2.5万床､ 療養病床2.1万床などとなっています｡ (図表2-2-
4)

人口10万人当たりの病床種類別病床数を見ると､ 一般病床は656.3床で全国38位､ 精神病床
は197.3床で同43位､ 療養病床は164.1床で同44位と､ いずれも全国的に見て少ない状況にあり
ます｡ (図表2-2-5)
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図表2-2-4 東京都における病床種類別病床数

図表2-2-5 人口10万人当たり療養病床数の都道府県比較



(2) 療養病床の状況

都における平成18年10月１日時点での療養病床の病床数は､ 医療療養病床が約13,000床､ 介
護療養病床が約8,000床､ 合計で約21,000床となっています｡ (図表2-2-6)

次に､ 東京都の療養病床における医療区分の状況を見ると､ 医療療養病床では ｢医療区分２｣
が約半分を占める一方､ 介護療養病床では医療の必要度が低いとされる ｢医療区分１｣ が約70
％を占めています｡
全国平均と比較すると､ 都は介護療養病床において､ 医療の必要度が高い ｢医療区分２｣ 及
び ｢医療区分３｣ の割合が高くなっています｡ (図表2-2-7)
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図表2-2-6 東京都の療養病床数 (平成18年10月１日現在)

図表2-2-7 東京都の療養病床における医療区分 (平成18年10月１日現在)

また､ 平成19年７月に東京都が医療機関に対して実施した ｢療養病床転換意向アンケート調査｣ 結
果から見た都内の療養病床の状況は､ 以下のとおりです｡
○ 療養病床への入院患者全体の平均年齢は81.1歳 (医療療養病床は79.4歳､ 介護療養病床は83.4歳)
で､ 年齢階層別の分布を見ると､ 最も多いのは医療療養・介護療養ともに85～89歳の区分でした｡
○ 介護療養病床について要介護状態等の状況を見ると､ 要介護５が約60％で最も多く､ 要介護４と
要介護５で87％を占め､ 要介護度の高い入院患者が多くなっています｡ なお､ 医療療養病床と介護
療養病床を合わせても､ 要介護４､ ５で半数を超え､ 日常的に介護が必要な患者が多い状況です｡

(注) 介護療養病床の医療区分は､ アンケート調査における医療区分判定実施患者数を100として各割合を算出
したものであり､ 医療区分判定を実施していない患者 (東京都ではアンケート対象者の約72％) の状況は反
映されていない｡
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３ 平均在院日数の状況

東京都における平成18年の平均在院日数 (全病床) は､ 全国平均34.7日に対し27.1日 (全国
46位) と､ 他道府県と比較して短くなっています｡ (図表2-2-9)
病床種別ごとに平均在院日数を見ると､ 一般病床17.1日 (全国44位)､ 精神病床235.2日 (同
46位)､ 療養病床196.1日 (同９位) となっています｡

また､ 東京都の平均在院日数 (全病床) の推移を見ると､ 平成13年から平成18年までで3.9
日短くなっています｡ (図表2-2-10)
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図表2-2-9 全病床の平均在院日数の都道府県比較

図表2-2-10 平均在院日数 (全病床) の推移




